
評価領域 重　点　目　標 成果と課題

日々の授業を大切にするととも
に、ICT機器利用をさらに推進
し、基礎学力の向上を図る。

B
Teams等を用いて行事や授業の連絡を行うなど、ICTツールを積極的に活用した。また、Ko-lab.ルームの室内整備計画をし、生
徒昇降口前のディスプレイの設置をして、校時表や日々の連絡事項の配信をした。Ko-lab.ルームの運営方法についてはまだ検
討中のため、生徒・教員が有効活用できるような運営方法について検討していきたい。

総合的な探究の時間を中心に
探究活動を進め、生徒の自己
実現につなげる。

A
1年生は「向日市の課題と解決策の提案」、2年生は「向日市及び向陽高校の魅力発信」と「起業家育成」という２つのテーマの
下、向日市や地元企業などの関係諸機関と連携しながら、授業を計画的に進めることができた。教員間での目標や探究の型へ
の共通理解を深め、教員間で連携を密にとり、生徒の活動をより効果的にサポートすることが来年度に向けた課題である。

生徒の自主的・主体的な活
動を促進し、社会で生きる
力を育む。

B

問題行動の未然防止と、自
己指導能力の育成を図る。 A

人権教育
自己と他者を尊重する態度
を培う。 A A

今日的な人権課題について多様なテーマを設定し、講演や視聴覚教材等を通して、人権尊重の視点から何が問題で課題解決
に向けて一人一人がどのように考え行動すべきかを示すことができた。人権学習での学びが知識的理解にとどまらず、日常的な
生活において具体的な実践に結びつくように、すべての教育活動を通して望ましい人権感覚を醸成していくことが課題である。

環境教育
環境教育の充実と学習環境
の整備に努める B B

清掃活動が円滑に進むように用具の整備や整理をするとともに、日常の清掃区域を見直して分担し、体育系・文化系のクラブの協力も得て、
学校全体を良好な環境に保つことができた。今後は、清掃が充分でない箇所がないかを再点検し、担当の配置や指導方法等についても検
討したい。生徒による保健・美化委員会では、教室の二酸化炭素濃度の測定や花壇の水やり等の活動の他、各学期に「委員会だより」を発
行した。また、文化祭では「SDGsクイズ」等を展示発表する活動を行った。

健康・安全
生徒の健康状態の把握と支
援体制の充実 A A

毎月「保健室だより」を発行して、健全な学校生活を送るための情報を提供するとともに、健康診断の結果や健康相談等を通して、生徒の健
康状態の把握に努め、家庭や学年部と連携して改善に取り組んだ。また、教職員の教育相談に関する理解を深めるために、スクールカウン
セラーによる研修会や京都府スーパーサポートセンターによるオンデマンド研修を実施した。特別な支援が必要な生徒については、京都府
スーパーサポートセンターや地域支援コーディネーターからの助言を得て生徒理解や支援に役立てた。

危機管理 安心安全な教育環境の整備 A A
日々の来校者に対して確認、声掛け、入校証により入退管理を徹底し、案内時等において確実な窓口対応を行い、部
活動等での卒業生を含めた来校者の把握に努めた。あわせて定期的に校内巡視を行うとともに、教職員と情報共有を
図りながら、危険箇所を把握し、計画的に改善を進め、安心安全な教育環境の整備を行った。

家庭・地域社会
との連携

地域や中学校に対して積極
的に広報活動を行い、向陽
高校の魅力をしっかり発信
する。

A A

学校説明会を４回実施し、第3回では授業公開を行い、本校の様子を中学生とその保護者によりよく知っていただけるように努め
た。また、学校説明会の時間を工夫することにより、説明会を視聴覚教室で3回実施するなど、より丁寧な説明を行うことができ
た。また、生徒による校内見学会を実施し、中学生・保護者ともに好評であった。中学校訪問については、分掌と協力して中学
校ごとに担当者をきめて、学校説明会毎に案内を持参する等、連携して情報提供につとめた。ホームページ・ＳＮＳについて
も、学校説明会の案内や日常の学校行事毎に学校生活の様子等について中学生や保護者地域の方へ丁寧な情報発信を行った。

学校関係者評価委員
会による評価

次年度に向けた改善
の方向性

学校全体として授業に落ち着いて取り組めており、グループでの活動等の協働的・主体的な学びも行われている。生徒の希望進路実現に向けては、入試等において必要な学力をどのように伸長させていくかという視点も大切となる。DX事業で新たに整備されたKo-lab.ルームはこれからの世界とつながる様々な可能性が広がる部屋と
なった。ＩＣＴ環境を生かした探究活動など様々な場面での活用が期待される。総合的な探究の時間等の取組での小中学生や地域の方との交流は高校生にとっても自らの学びを振り返るとともに、自己有用感を高めることができるよい機会である。高校入学時には自らの進路について、多くの生徒はまだ定まっていないことから
も、企業体験などの社会とつながる活動は、これから社会に出て自分がどう貢献できるかが発見できるよい機会となり、未来の自分を見つける力の育成につながる。生徒たちが将来どのように、よりよい未来を築いていくことができるかといった長期的な視点を持ち、向陽高校の特色としてこのような取り組みを続けてほしい。

生徒一人一人の学力伸長・希望進路の実現に向けて、学習指導要領の趣旨に沿って教科・特別活動・総合的な探究の時間でのそれぞれの教育活動が有機的なつながりをもつようカリキュラムマネジメントを推進していく。
教育目標の実現に向けて、共通理解のもと教育活動を推進していくため、評価指標やＩＣＴツールの効果的な活用等についても、教職員の研修・実践交流をさらに深めていく。本校の教育活動について、地域の小・中学校と連携して、わかりやすく丁寧な情報発信を継続して行っていく。

Ａ

GIGA回線の整備により図書館でiPadを使った調べ学習が可能になり、主に国語科や総合的な探究の時間の授業等で
の利用があった。また生徒が図書館に来館する機会を増やす取り組みとして、図書館での飲食を可能とし、昼休みに
昼食をとる場所として利用することができるようにした。その結果、以前は昼休みの来館者が５～１０人程度と少数であっ
たが、現在は毎日５０人以上が昼食をとったり談笑したり図書館を居場所として活用しており、来館者を増やすという目
標は達成できた。今後の課題としては、活字離れが加速する中、学校全体で、授業や図書館行事などで多くの生徒た
ちが本に向き合える仕掛けを考えていく必要があり、図書館や本の活用方法についても考えていく必要がある。

地域に開かれた学校教育活動実施に伴い、引き続き来訪者への入退管理の徹底、確認、声掛け、案内等確実
な窓口対応を行い、来訪者の把握を行う。また、定期的に校内巡視を行い、教職員と情報共有を図りなが
ら、危険箇所の把握及び改善を行い、安心安全な教育環境の整備を進める。

学校説明会において、授業公開の実施や、例年にはない新しいコンテンツを作成し本校の魅力をしっかり発
信していくことをとおして、本校への入学志願者数増加へとつなげていく。
ホームページを有効に活用し、さらにSNSの利用、地域への広報紙の発行等を積極的に行い、中学生から選
ばれる学校を目指していく。

本を豊富に揃えるとともに、生徒同士で学び合い教え合う場（ラーニング・コモンズ）の機能を持たせる。特に、令
和５年度に導入されたGIGA回線を活用し、探究型学習や進路実現に向けてのプレゼンテーションの練習にも対応でき
る図書館にすることで、図書館の新たな利用者の増加を目指す。
教科での図書館利用や学校行事・図書館行事をとおして、生徒が図書館に来館する機会を増やす取組を進める。
図書委員会活動をとおして生徒が図書館行事の企画・運営に関わることで、「企画力・提案力」「他者とつながる
力」「自らやり抜く力」の育成を図る。

Ａ

令和６年度 京都府立向陽高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階・実施段階 ）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

○家庭や地域社会から信頼され、期待され
る安全・安心で魅力ある学校づくりを推進
する。
○一人一人の生徒の個性と能力を最大限に
伸ばし、将来の夢や可能性を広げる確かな
学力をつける。
○知徳体美のバランスのとれた生徒を育成
し、すべての生徒がよりよい社会の構築に
貢献できる力をつける。

○ICT機器を利用した授業実践の交流はできなかったが、DX研修での利用状況アンケートでは府内平均を上
回る利用状況がみられた。利用状況自体が目的にならないよう注意しながら、教職員間で利用方法の交流を
行っていきたい。
○総合的な探究の時間は、向日市や第５向陽小学校、企業と連携しながら計画的に進められた。教職員全体
で指導内容や指導方針について共通理解を図りながらさらに改善を進めていきたい。
○生徒会によるアンケートなどを実施して、実際にルールの変更を経験させることにより、生徒の社会参画
意識を醸成することにつなげられた。引き続き、取組を進めていきたい。
○３年生を対象とした「進路指導アンケート」では、進路決定について満足しているとの回答が多く、本校
の進路指導について肯定的に捉えられていることがわかった。次年度は、志望理由書の作成や面接指導によ
り、自分自身について適切に表現し進路実現につなげられる力の育成を目指していきたい。
○教職員研修を実施することにより、学校安全について共通理解を図った。次年度も継続的に危機管理や危
機対応について共通理解を図り、安心・安全な学習環境の整備を進めていきたい。
○分掌部長を中心にした中学校訪問や生徒の姿が見える学校公開を実施し、中学校や中学生・保護者に丁寧
な情報発信を行った。今後はさらに学校公開の在り方を工夫し、学校の特色や魅力についての丁寧な情報発
信を行っていきたい。

○学習指導要領の趣旨に沿って評価の工夫やICTの利活用を進め、わかる授業、伸ばす授業を追究するとともに、総合
的な探究の時間を効果的に実施し、課題発見能力や確かな学力を育む。
◯挨拶や身だしなみの指導などにより基本的生活習慣の育成を図るとともに、生徒が自ら校則について考える機会を作
るなど、高い規範意識や自ら考えて行動する姿勢を育む。
○教職員、生徒が3年間の進路指導スケジュールを共有し、生徒の学力の向上と希望する進路の実現を目指す。
◯地域や企業との連携、校種間の連携を進めるとともに、部活動やボランティア活動、読書活動等を推進し、自己有用
感、社会参画意識を育む。
○スクールポリシーを踏まえた学校の特色化・魅力化につながる教育活動について検討・実施し、積極的な広報を行う
ことにより志願者の拡大を図る。

具体的方策 評　価

学習指導 A

ベル着をはじめ授業規律を徹底し、日々の授業を大切にする姿勢を育てる。また、生徒の状況に応じた課題
や考査など、基礎学力の向上を目指し取り組む。学校教育におけるICT環境の変化を踏まえ、効果的なICT機
器利用を推進するため、ICT活用推進会議を中心に、教員間で交流する。

教育推進部学年担当者を中心に、総合的な探究の時間の担当者が効果的に授業をすすめることができるよう
にする。これまでの取組を踏まえ、より具体的な指導計画の提示や関係諸機関との連携等を深め、他者とつ
ながる力を十分に育成できるよう担当教員間で連携を密にして取り組む。

学校図書館

進路指導 Ｂ

学校祭について実施時期を見直すとともに、生徒会を中心に様々な企画が実施され、自主的な活動が行えた。
文化祭では２年生の演目をクラス展示も含む自由な発表ができるように抜本的に見直した。
日々の立ち番を各分掌の協力で実施し、朝・昼の見守り体制を構築するとともに、地域や警察と連携して、闇バイトやオーバー
ドーズ被害防止など今日的な課題に関して生徒指導だより等を通して啓発や注意喚起を行うことができた。
部活動加入者が減少傾向にあること、遅刻件数が増加していることについては今後の課題である。
　また、頭髪・服装等のルールや指導の在り方については、生徒・PTAと協力し、校則の意義について教職員・生徒・保護者共に
周知・理解を図っていきたい。

年間指導計画として提示した内容については、外部との連携も含め他分掌の協力も得て滞りなく実施することができた。志望理
由書の書き方指導については2年生では企業の方によるガイダンスや、国語の授業内でも取り組んだ。３年生でも講座を設けて
継続的に指導することにより、入試に使用するためだけでなく、生徒の進路希望を明確にするためにも重要な取り組みとなってお
り、引き続き力を入れていきたい。面接については模擬面接の事前指導を丁寧に行い、実施時期や指導人数を調整して組織的
な指導ができた。進路指導全体としては、次年度に向けて具体的な方策をより明確にして取り組んでいく必要がある。

３年間の進路指導計画の具
体化を図るとともに、生徒
の希望進路実現に向けた質
の高い学力伸長を図る。

年間の進路指導計画をもとに、学年部との連携を深め、必要となる進路情報や資料等を適切に提示できるよ
うにしていく。向陽高校生の進路希望状況を踏まえ、志望理由書やプレゼン・面接指導を強化するととも
に、模試の分析・活用や自習室利用の促進等の取組をとおして質の高い学力伸長に取り組む。

Ｂ

図書館の読書・学習・情報セン
ター機能を拡充するとともに、
読書活動や図書館の利用をとお
して「企画力・提案力」「他者
とつながる力」「自らやり抜く
力」の育成につなげる。

生徒指導

講演や視聴覚教材を用いて、多様性を認め合う心を醸成し、他者を尊重できるよう、自らの行動指針を考え
させる。各教科等の教育活動の中で人権意識を涵養し、望ましい人間関係を形成する。

生徒やPTAと、校則やSNSの問題について協議し、よりよい学校作りを進める。
向陽祭や各種イベントなど、生徒会が自主的に取り組める環境をサポートする。
部活動の活動を支援し、生徒の主体的な学びや経験の場を確保する。

立ち番や身だしなみ点検の効率化を図り、全教職員体制での生徒指導（見守り）体制を確立する。
生徒指導便りや日々の注意喚起を通して、規範意識の醸成を図る。
いじめを含む生徒指導事象に対し、組織的な対応・情報共有を進め、対象生徒の成長に期する指導を行う。

学習環境を整える態度を養い校内の環境美化を充実させるため、日常の清掃活動とともに学校行事前後の大
掃除を徹底する。また、各学期に美化委員による教室美化点検や保健委員による教室の二酸化炭素濃度の測
定を行う。さらに、文化祭等の機会を用いて環境問題についての広報活動を積極的に行う。

健康診断や健康相談等をとおして生徒の健康状態を把握し、関係機関・分掌と連携しながら健やかな学校生
活を送ることができるよう支援する。また、スクールカウンセラーによる研修会で教育相談に関する理解を
深め、支援体制を充実させていく。

A


